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○
…
…
…
：
…
…
と
じ
て
保
存
下
さ
い
…
…
…
…
…
…
○

市
長

施
政
方
針
．
を
語
る

　
　
　
　
　
　
新
産
業
都
市
の
建
設
を
主
軸
に

　　

送
A
繕
罪
鯉
に
努
力

◇
…
…
昭
和
3
8
年
度
第
3
回
日
向
市
議
会
（
定
例
会
）
は
、
6
月
盤
日
．
．
一
・
．
・
◇

◇
…
…
に
開
会
。
閉
会
の
7
月
2
7
日
ま
で
約
一
ケ
月
問
の
長
期
に
わ
た
つ
－
：
－
◇

◇
…
…
て
、
2
9
件
の
重
要
議
案
が
慎
重
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
・
．
：
．
・
◇

◇
…
…
な
お
藤
井
市
長
は
、
当
地
域
が
新
産
業
都
市
に
指
定
さ
れ
た
直
後
－
…
◇

◇
…
…
の
1
8
日
の
本
会
議
で
「
歴
史
的
な
政
策
に
よ
る
新
産
業
都
市
の
指
…
…
◇

◇
…
…
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
四
万
市
民
の
真
心
こ
め
た
開
．
η
．
・
．
◇

◇
…
…
発
へ
の
意
欲
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
◇

◇
…
…
い
ま
ま
で
の
暗
い
手
さ
ぐ
り
の
道
に
よ
う
や
く
〃
曙
〃
が
射
し
た
…
…
◇

◇
…
…
と
は
い
え
こ
れ
か
ら
も
ま
だ
ま
だ
至
難
の
道
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
：
…
・
◇

◇
…
…
す
。
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
、
新
産
業
都
市
指
定
ま
・
・
：
．
・
◇

◇
…
…
で
の
経
過
の
概
要
を
説
明
し
た
の
ち
、
こ
れ
か
ら
は
、
新
産
業
都
市
…
…
◇

◇
…
－
の
建
設
を
主
軸
に
し
て
、
経
済
基
盤
の
確
立
を
行
な
い
、
市
民
の
…
…
◇

◇
－
：
h
・
福
祉
の
向
上
、
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
努
力
す
る
と
次
の
よ
う
に
－
：
－
◇

　
◇
…
…
施
政
方
針
を
語
め
ま
し
た
。

　
去
る
七
月
十
二
日
、
長
い
間
の
県
市

民
、
組
織
市
町
村
の
宿
願
で
あ
り
ま
し

た
新
産
都
市
指
定
を
獲
得
す
る
こ
と
が

．
で
．
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
さ
し

・

’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
◇

く
史
上
最
大
の
感
激
で
あ
り
ま
し
て
、

こ
こ
に
、
あ
ら
た
め
て
市
議
会
な
ら
び

に
、
四
万
市
民
各
位
の
ご
尽
力
、
ご
協

力
に
対
し
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

■

翻
論
難
硲
矯
詮
難

準
の
極
め
て
低
い
宮
崎
県
、
又
南
九
州

の
中
核
都
市
と
し
て
、
経
済
開
発
の
拠

点
た
る
使
命
を
全
う
す
る
こ
と
は
決
し

て
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、
繁
栄
に
通

ず
る
道
は
旦
々
た
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
問
題
は
全
く
今
後
の
努
力
に
か
．

か
っ
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
国
、
県
の
具
体
的
な
、
思
い
き
っ
た

こ
れ
に
対
す
る
重
点
施
策
と
、
「
地
域
住

民
の
積
極
的
な
協
力
が
強
く
望
ま
れ
て

い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
真
に
所
得
格
差
是
正
の
実
を
あ
げ
る

た
め
に
は
、
こ
の
法
律
の
運
営
に
は
万

全
の
方
策
が
将
来
永
き
に
わ
た
っ
て
強

力
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

先
ず
国
、
県
、
関
係
市
町
村
の
考
え
方

が
完
全
に
整
え
ら
れ
、
同
時
に
地
元
住

民
の
受
け
入
れ
態
勢
と
い
う
も
の
が
絶

対
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　
七
月
十
二
日
に
、
日
向
、
延
岡
地
域

を
は
じ
め
、
全
国
で
十
三
ケ
所
の
指
定

地
域
が
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
わ

け
で
あ
り
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
当

地
域
の
中
心
で
あ
る
地
元
日
向
市
に
背

負
わ
さ
れ
た
画
期
的
な
責
任
の
重
大
さ

を
充
分
自
覚
し
、
こ
ん
ご
は
知
事
の
定

め
る
建
設
計
画
に
は
、
よ
く
市
民
の
意

欲
を
反
映
さ
せ
、
市
民
の
態
勢
を
充
分

と
と
の
え
、
各
種
建
設
事
業
の
計
画
実

施
を
遺
憾
の
な
い
よ
う
進
め
る
一
方
、

こ
れ
を
基
盤
に
し
た
農
業
、
林
業
、
漁

業
な
ど
第
一
次
産
業
、
そ
の
他
一
．
般
中

小
企
業
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
地
場
産
業
の

、
振
興
対
策
に
つ
い
て
抜
本
的
な
施
策
を

実
施
し
、
強
力
に
こ
れ
を
推
進
し
な
け

・
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
‘

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
理
想
を
実
現
し
て

市
民
福
祉
の
飛
躍
的
な
向
上
を
は
か
る

た
め
、
い
ま
ま
で
の
市
政
の
あ
り
方
等

に
つ
い
て
も
、
こ
の
際
謙
虚
な
反
省
を

加
え
、
一
段
と
高
率
の
行
政
効
果
を
あ

げ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

　
す
な
わ
ち
、
こ
ん
ご
の
日
向
市
の
お

か
れ
た
立
場
と
い
う
も
の
を
考
え
て
み

ま
す
と
、
ま
つ
も
っ
て
我
々
は
大
い
に

勉
強
し
、
市
政
そ
の
も
の
の
体
質
を
改

善
し
、
財
政
の
構
造
、
お
よ
び
そ
の
運

営
に
も
一
段
の
工
夫
を
こ
ら
し
、
そ
の

機
能
を
充
分
発
揮
し
て
、
い
わ
ゆ
る
卒

先
垂
範
の
実
を
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て

一
般
市
民
の
協
力
を
お
願
い
し
な
け
れ

ば
、
こ
ん
ご
幾
多
の
困
難
な
試
練
に
た

え
、
所
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
は

到
底
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
ん
ご
当
市
が
新
し
い
産
業
都
市
建

設
と
い
う
歴
史
的
な
大
建
設
事
業
に
取

り
組
み
な
が
ら
、
一
面
農
林
漁
業
に
対

す
る
適
正
な
施
策
を
積
極
的
に
進
め
て

行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
問

題
を
基
本
的
に
解
決
す
る
こ
と
は
新
産

都
市
建
設
の
課
題
の
一
つ
で
あ
り
ま
す

が
、
当
面
緊
急
な
、
こ
れ
ら
の
地
場
産

業
の
育
成
に
必
要
な
施
策
は
、
新
産
都

市
の
結
実
を
待
っ
て
い
る
わ
け
に
は
い
．

か
ず
あ
く
ま
で
建
設
的
な
前
向
き
の
姿

勢
を
も
つ
て
こ
れ
に
あ
た
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
矢
張
り
新
産
都
市
の
建
設

に
要
す
る
財
源
は
、
ほ
と
ん
ど
国
、
．
県

の
投
資
を
期
待
す
る
こ
と
と
し
、
市
の

一
般
財
源
は
原
則
と
し
て
直
接
市
民
の

福
祉
の
た
め
に
振
り
向
け
た
い
と
思
う
．

の
で
あ
り
ま
す
。

　
．
こ
う
い
う
考
え
方
に
立
っ
て
今
回
の

追
加
予
算
（
調
整
参
照
）
も
編
成
し
ま

し
た
。
．
健
全
財
政
を
基
本
し
な
が
ら
市

民
福
祉
の
向
上
、
大
日
向
市
の
建
設
、

住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
努
力
す
る
覚
悟

で
い
ま
す
の
で
一
層
の
で
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。肥
8
朋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

「
畠
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第

一
塗

駈h

｢
　
昭
和
三
十
八
年
度
第
三
回
六
月
定
例

市
議
会
は
、
さ
る
六
月
二
十
八
日
に
開

会
さ
れ
ま
し
た
か
、
新
産
業
都
市
の
指

定
期
日
が
七
月
十
二
日
で
あ
っ
た
た
め

市
、
市
議
会
の
主
力
を
そ
れ
に
傾
注
し

よ
う
と
開
会
と
同
時
に
す
ぐ
自
然
休
会

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
当
地
域
の
指
定

が
決
定
す
る
と
、
十
六
日
に
は
再
び
本

会
議
か
開
か
れ
、
七
月
二
十
七
日
ま
で

の
約
一
ケ
月
の
長
期
に
わ
た
っ
て
、
新

産
都
市
問
題
や
三
十
八
年
度
追
加
更
正

予
算
な
ど
二
十
九
件
の
重
要
議
案
か
慎

重
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
で
は
次
に
議
案
の
主
な
も
の
か
ら
、

順
を
お
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
よ
う
。

　
▽
昭
和
鵠
年
度
日
向
市
一
般
会
計
歳

　
入
歳
出
追
加
更
正
予
算
に
つ
い
て

　
昭
和
詣
年
度
日
向
市
一
般
会
計
の
当

初
予
算
は
三
億
二
千
六
百
六
十
五
万
二

千
円
で
、
3
7
年
度
の
最
終
予
算
五
億
ご

千
六
百
九
万
五
千
円
と
比
較
す
る
と
一

億
九
千
九
百
四
十
四
万
三
千
円
下
廻
っ

て
い
ま
し
た
。

一

～
～
．
．
、
三
｛
三
一
三
｛
茎
～
西

分～噸岬
■r伽町

｛
重鴨5唇．軌
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血
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く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
，
．
　
　
●
　
　
　
・
一
三
，
5
｝
■
三
9
・
一
＝
b
」
－
・
・
3
ξ
・

．
曜
　
　
　
　
　
　
＼

・
　
こ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
予
算
編
成
期
の

　
四
月
が
地
方
選
挙
を
ひ
か
え
て
い
た
閉

　
係
で
、
政
策
的
な
予
算
は
全
く
計
上
し

　
て
な
く
、
骨
格
予
算
の
形
で
事
務
的
な

　
必
要
経
費
と
3
7
年
度
か
ら
の
継
続
事
業

　
費
だ
け
し
か
計
上
さ
れ
な
か
っ
た
た
め

　
　
で
す
。
今
回
の
追
加
は
、
こ
の
よ
う
な

　
事
情
か
ら
政
策
的
な
経
費
を
主
体
と
し

　
　
た
最
少
限
必
要
な
財
源
の
範
囲
で
、
許

　
　
さ
れ
る
経
費
に
つ
い
て
追
加
更
正
が
行

　
　
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
純
追
加
予
算
額
は
二
億
三
十
九
万
円

　
　
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
内
容
に
つ
い

　
　
て
簡
単
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
と
、
肝
入

　
　
で
主
な
も
の
は
、

　
　
▽
市
税
1
1
百
八
十
万
円
、
▽
地
方
交

　
　
付
税
一
1
二
千
八
百
万
円
、
▽
公
営
企

　
　
業
及
び
財
産
収
入
ロ
四
千
八
百
十
八

　
　
万
六
千
円
、
▽
国
庫
文
出
金
1
1
三
千

　
　
　
九
百
六
十
七
万
円
、
県
支
出
金
目
四

　
　
百
六
十
九
万
七
千
円
、
雑
収
入
H
三

　
　
百
五
万
二
千
円
、
市
債
1
1
七
千
四
百

　
　
　
十
九
万
一
千
円
な
ど
で
す
。

●
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解，望

才
出
で
は
、

　
▽
議
会
費
n
五
十
三
万
三
千
円
、
▽

　
市
役
所
費
一
四
千
五
百
九
十
四
万
六

　
千
円
、
▽
消
防
費
『
三
百
五
十
二
万

　
一
千
円
、
▽
土
木
費
F
四
千
七
百
六

　
十
四
万
三
千
円
、
▽
教
育
費
菖
千
八

　
百
三
万
六
千
円
、
▽
社
会
及
び
労
働

　
施
設
費
－
七
十
五
万
二
千
円
、
▽
保

　
健
衛
生
費
ド
四
千
百
九
十
六
万
二
千

　
円
▽
産
業
経
済
費
一
一
千
二
百
六
十

　
万
八
千
円
、
▽
財
産
費
－
－
四
百
九
十

　
五
万
四
千
円
、
▽
統
計
調
査
費
目
十

　
七
万
二
千
円
、
諸
等
出
金
“
二
千
四

　
百
二
十
万
四
千
円
な
ど
が
主
な
追

　
加
で
す
。

　
当
初
予
算
三
億
二
千
六
百
六
十
五
万

二
千
円
に
、
今
回
の
追
加
額
を
加
え
た

現
計
予
算
額
は
五
億
二
千
七
百
四
万
二

千
円
に
な
り
、
前
年
度
の
最
終
予
算
額

と
比
較
す
る
と
ほ
ぼ
同
額
の
予
算
規
模

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
本
年
度
一
般
会

計
よ
り
分
離
し
た
公
営
住
宅
特
別
会
計

予
算
額
二
千
二
百
五
万
五
千
円
を
考
え

た
場
合
は
、
前
年
度
の
最
終
予
算
規
模

を
は
る
か
に
上
廻
る
大
型
予
算
に
な
っ

た
と
も
い
え
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
追
加
予
算
の
帯
出
に
つ
い
て
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
と
、
ま
ず
、
議

会
費
に
つ
い
て
は
旅
費
の
若
干
の
追
加

　
市
役
所
費
に
お
い
て
は
、
市
庁
舎
の

起
債
内
定
に
伴
っ
て
の
工
事
費
、
事
務

費
の
追
加
、
　
一
般
職
員
給
、
手
当
等
の

追
加
、
最
少
限
必
要
な
旅
費
、
そ
の
他

事
務
費
の
追
加
、
市
の
互
助
会
の
補
助

金
等
、
例
年
定
期
的
に
交
付
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
補
助
金
に
つ
い
て
の
若

干
の
追
加
。

　
消
防
費
に
つ
い
て
は
、
移
動
無
線
機

の
購
入
費
と
そ
の
他
消
防
施
設
の
整
備

拡
充
に
か
か
わ
る
施
設
費
の
追
加
。

　
土
木
費
に
お
い
て
は
、
道
路
関
係
の

原
材
料
の
購
入
費
や
舗
装
等
の
改
良
工

事
の
追
加
、
辺
地
対
策
に
か
か
わ
る
田

の
原
道
路
の
改
良
事
灘
　
め
追
加
、
都

市
計
画
に
か
か
わ
る
曹
　
　
細
島
通
線

三
寸
通
線
の
工
事
費
、
本
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
る
下
水
道
幹
線
水
路
事
業
費
の

へ
？
，
、
　
一

計ム引跡

算
計

二
一

追
額

　
純
加

ラ
　
　
　
　
　
　
　
　

出
定
額

　
　
算

　
既
予

は
別款

1．議　　会　　費　　10。662　　53311195

2．市役所費89．02445．94611349

5．消　　防　　費　16．6751　5．521　20。196

　　　　　　　　　　画一
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11．選　挙　費

5．963　4．954

　75　　172

4．291　　59

講義

1」脳

i湖
12．公　　債　　費　25．120

13．諸支出金16．313
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　　　　　　愚計1　526．652　200．390　527．042

0　　500

合

入）
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（才
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1．市　　　　　税

2．地方譲与税

5．地方交付税
4．公首企雲及財産収λ

5．分担金及負担金

6．夫役及現品

7．使用料及手数料

8．国庫支出金

9．県　文　出　金

　　　　　　一P0．寄　　附　　金

P2．繰　　越　　金

13．雑　　収　　入

14．市　　　　債

合　　　　　計

略z伽物性吻〃吻吻吻幽娩吻グ　
湘
拍
馳
井
予
防
接
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
左
下
の
グ
ラ
フ
を
ご
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
青
年
学
級
開
設
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
岩
脇
青
年
学
級
（
岩
脇
支
所
）
　
儲
十

　　

@　

@　

@　

@
⑤
蘇
青
年
学
級
（
美
々
津
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
塩
見
青
年
学
級
（
塩
見
小
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ツ
コ
内
は
開
設
場
所
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
市
有
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
七
五
年
、
上
高
小
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
入
口
尾
の
鼻
に
引
揚
者
住
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
建
設
し
た
住
宅
、
木
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
屋
二
戸
建
四
棟
、
　
八
戸
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
処
分
、
価
格
は
一
戸
十
一
万
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
円
が
六
戸
、
十
六
万
五
千
円
が
二
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
。

ぢ，

4

3

2

’

　
市
衛
生
課
が
次
の
日
程
で
百
日
ゼ
キ

ジ
フ
テ
リ
ア
の
予
防
接
種
を
行
な
い
ま

す
。
該
当
者
は
も
れ
な
く
受
け
て
く
だ

さ
い
。

▽
該
当
者

的
昭
和
3
7
年
6
月
1
日
～
昭
和
詔
年
5

　
月
3
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
（
3
回

　
接
種
）

＠
来
春
小
学
校
入
学
の
者
（
1
回
接
種
）

の
そ
の
他
6
才
夫
満
の
希
望
者

▽
日
程

12

坙
ﾒ
市
役
所
、
1
3
日
1
1
日
知
二
丁
、

14

冾
P
1
細
島
小
、
1
5
日
1
1
塩
見
小
、
財

光
寺
山
、
1
6
日
巨
渡
辺
病
院
、
美
々
津

梛
支
所
、
時
間
は
い
つ
れ
も
午
後
一
時
か

灘
難
薪
瞬

　
教
育
費
に
お
い
て
は
、
小
申
学
校

営
繕
費
の
追
加
、
美
々
津
小
学
校
の
給

食
施
設
の
設
備
費
の
噛
，
　
、
財
光
寺
小

学
校
の
生
徒
増
に
伴
・
’
り
舎
増
築
事
業

の
追
加
、
岩
脇
中
学
校
「
の
特
別
教
室
増

築
事
業
の
追
加
。

　
社
会
及
び
労
働
施
設
費
で
は
、
社
会

福
祉
等
の
事
務
費
、
補
助
金
の
追
加
、

　
保
健
衛
生
費
で
は
、
隔
離
病
舎
の
改

築
費
の
追
加
、
前
年
度
か
ら
継
続
さ
れ

て
い
る
し
尿
処
理
場
建
設
費
の
追
加

　
産
業
経
済
費
で
は
、
部
落
事
業
の
補

助
金
、
産
米
改
良
施
設
の
補
助
金
等
の

各
種
農
業
費
の
補
助
金
の
追
加
、
農
協

再
建
整
備
促
進
の
た
め
の
貸
付
金
の
追

加
、
商
工
振
興
費
の
追
加
、
水
産
業
振

興
対
策
費
の
追
加
。

　
財
産
費
に
お
い
て
は
、
市
有
林
の
造

成
に
か
か
わ
る
植
栽
費
の
追
加
。

　
諸
文
出
金
に
つ
い
て
は
、
各
特
別
会

計
に
対
す
る
繰
出
金
の
追
加
、
県
営
港

湾
、
道
路
事
業
に
対
す
る
負
担
金
の
追

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
、
火
災
に
伴
う
備
品
購
入
費
の
追
加

で
す
。

物
い
・
い
・
台
風
の
季
節
が
や
・
て
・

　
鮎
醗
緊
藍
子

繰
出
置
戸

　
垂
れ
下
が
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

　
す
。
切
れ
た
電
線
や
垂
れ
下
っ
た
電
線

　
を
、
竹
や
棒
切
れ
で
は
ね
の
け
た
り
、

　
雛
繋
羅

蝦
33年〃

〃％〃勿～

電
気
に
よ
る

災
害
を
な
く
し
ま
し
よ
う

囲歳入凍算
両罰歳出決篁

馴レ載入為出予算

ノ‘

帰…躬柾
黶
刀
c
ウ
四
三
謡

34年〃

～

・
㌶
・
㌶
・
　
・
…
・
…
・
…
・
鱒
・
V
…
轟
｛
宕
孫
・
…
・

な
り
ま
し
た
。

▽
新
産
業
都
市
の
指
定
を
受
け
る
区
域

　
に
つ
い
て

　
新
産
業
都
市
建
設
促
進
法
第
二
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
新
産
業
都
市
の
指

定
を
受
け
る
区
域
を
次
の
と
お
り
と
す

る
こ
と
に
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

▽
区
域
1
1
日
向
、
延
岡
地
区

▽
区
域
の
範
囲
1
1
日
向
市
、
延
岡
市
、

　
門
川
町
、
東
郷
村
、
北
郷
村
、
北
方

　
村
、
北
川
村
お
よ
び
北
浦
村
の
区
域

3536年〃38年決算

瀦鰍

▽
日
向
市
国
民
健
康
保
険
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
主
な
内
容
は
、
助
産
費
、
葬
祭
費
の

引
き
上
げ
で
、
被
保
険
者
が
出
産
し
た

と
き
は
、
当
該
被
保
険
者
の
属
す
る
世

帯
主
に
対
し
助
産
費
と
し
て
二
千
円

（
改
正
前
は
千
円
）
を
、
ま
た
死
亡
し

た
と
き
は
葬
祭
費
と
し
て
二
千
円
（
改

正
前
千
円
）
が
文
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

繍
産
牒
・
問
題
は
こ
れ
か
ら

日
向
市
長
　
藤

　
日
向
、
延
岡
地
域
か
、
さ
る
七
月
十

二
日
に
、
全
国
十
三
ケ
所
の
中
の
一
地

域
と
し
て
新
産
業
都
市
の
閣
議
決
定
を

み
て
早
く
も
一
ケ
月
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
卒

直
に
言
っ
て
、
閣
議
決
定
の
中
に
割
込

め
て
よ
か
っ
た
、
と
い
う
喜
び
の
す
く

あ
と
に
、
さ
て
こ
れ
か
ら
の
新
産
業
都

市
の
建
設
が
自
分
の
現
在
の
生
活
、
さ

ら
に
は
将
来
の
生
活
に
ど
う
影
響
し
て

く
る
の
だ
ろ
う
か
、
そ
の
ひ
と
つ
の
大

き
な
目
的
で
あ
る
地
域
開
発
の
大
事
業

が
自
分
た
ち
の
生
活
に
ど
う
結
び
つ
い

て
く
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
心
配
に
か

わ
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
農
村
、
漁
村
で
は
土
地
を
工
場
用
地

｝
」
雪
、

井

満

．

義

に
転
用
す
る
と
な
れ
ば
当
然
農
業
を
止

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、

工
業
都
市
と
な
れ
ば
汚
水
で
漁
業
問
題

が
心
配
さ
れ
、
現
在
の
中
小
企
業
も
楽

観
で
き
な
い
問
題
も
あ
り
、
さ
ら
に
ま

た
地
元
負
担
の
心
配
も
あ
る
よ
う
で
、

現
在
、
わ
た
し
も
市
長
と
し
て
仲
々
容

易
な
ら
な
い
責
任
を
感
じ
な
が
ら
、
一

面
ま
た
新
し
い
建
設
へ
の
意
欲
を
燃
や

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
問
題
は
み
な
さ
ん
も
よ
く
ご
存

知
の
よ
う
に
一
朝
一
夕
に
簡
単
に
解
決

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
一
定
の

期
間
を
目
標
に
し
て
可
能
な
計
画
を
た

て
、
こ
れ
を
確
実
に
実
行
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
応
国
の
基
本
方
針
は
、
当
地
域
に
向

こ
う
十
年
間
の
内
に
一
千
億
か
ら
一
千

五
百
億
円
の
公
共
投
資
を
行
な
い
、
現

在
の
二
十
二
万
の
人
口
を
四
十
万
か
ら

五
十
万
に
な
る
よ
う
な
工
業
都
市
を
建

設
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
す
が
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
は
、
そ
の
建
設
の
具
体

的
な
計
画
が
、
ど
ん
な
理
論
で
、
ど
ん

な
数
字
を
示
し
つ
～
、
ど
ん
な
形
で
、

ど
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
進
め
ら
れ
る
か

と
い
う
こ
と
が
重
大
関
心
事
で
あ
り
、

ま
た
ひ
と
つ
の
不
安
と
も
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
わ
た
し
は
、
す
べ
て
こ
の
目
的
か
未

開
発
の
地
帯
を
開
発
し
、
所
得
の
低
い

住
民
の
所
得
を
引
き
上
げ
、
全
国
と
の

格
差
を
な
く
し
よ
う
と
い
う
主
旨
に
合

致
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
と
い
う
基

本
理
論
の
上
に
立
っ
て
問
題
に
取
組
ま

れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
信
じ
て
お
り
ま
す

　
そ
れ
に
は
卒
直
に
申
し
上
げ
て
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
が
な
く
て
は
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
み
な
さ
ん
と
ピ
サ
を
交
え
て
話
し
合

い
、
問
題
解
決
に
当
る
老
え
で
お
り
ま

す
。
と
り
あ
え
ず
今
ま
で
の
経
過
報
告

会
を
兼
ね
て
現
段
階
の
問
題
点
な
ど
実

状
を
話
し
、
ま
た
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
、
近
く
話
し

合
い
の
場
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
新
し
い
都
市
づ
く
り
は
自
分
た
ち
の

手
で
や
る
の
だ
、
と
い
う
考
え
方
に
立

っ
て
尚
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
先
日
の
区
長
会
の
席
上
で
ヒ
の

開
催
日
程
を
決
め
ま
し
た
が
、
台
風
の

影
響
、
そ
の
他
事
務
の
都
合
等
で
計
画

通
り
開
催
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
開
催
期
日
は
近
く
市
で
決
め
区
長
さ

ん
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

そ
の
時
は
是
非
出
席
願
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

◇
ご
　
寄
　
附
◇

昭
和
三
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
七
月

翫

㎜
　
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、
社
会
福
祉
事

　
業
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
次
の
方
々
か

灘伽

�
蜻
ﾋ

　蹴
ｳ
藤
難

〃
生
寮
）
、
宇
田
津
ひ
さ
（
伊
勢
）
、
前

鰍
　
田
明
紘
（
細
島
派
出
所
）
、
山
城
と
く

　
　
（
上
原
町
）
、
石
川
安
雄
（
ボ
ー
イ
ス

　綿
�
齡

縮
罪
繭
響
（
丸
善
石
油
梅
野
秀
雄
）
（
翻

幽
津
）
、
藤
川
寿
男
（
江
良
）

吻
日
向
市
奨
学
生
を
募
集

朔
い
墾
精
魂
下
鞘
罫

幽
の
・
お
・
募
集
・
て
お
・
藷
籍

懲
轍
継
弩

～
　
　
て
い
る
も
の
、
②
日
向
市
内
に
三
年

　
　
以
上
居
住
し
て
い
る
も
の
、
③
品
行

　
　
方
正
、
学
業
成
績
優
秀
、
身
体
強
健

　
　
で
学
資
の
支
弁
が
困
難
で
あ
る
と
認

　
　
　
め
ら
れ
る
も
の

　
△
申
込
み
期
限

鰍
　
　
昭
和
三
十
八
年
八
月
二
十
日
ま
で

　
▽
奨
学
資
金
の
額
と
募
集
人
員
、

　
　
　
①
大
学
生
H
月
額
二
千
円
以
内
、
五

　
　
名
、
②
高
校
生
1
1
月
額
一
千
円
以
内

　
　
贈
名
、
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
教
育

　
　
委
員
会
事
務
局
（
電
話
二
九
二
四
）

駕
　
　
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

隔
　
㍗
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題

”
“
攣
乖

　
俸

麹
響

義
宮
さ
ま
細
島
聴
紅
を
ご
視
察

　
県
内
を
ご
視
察
中
の
義
宮
さ
ま
は
、

五
日
午
前
十
一
時
十
分
、
高
千
穂
か
ら

細
島
臨
海
工
業
地
帯
へ
お
い
で
に
な
り

ま
し
た
。
細
島
の
県
開
発
事
務
所
で
は

黒
木
県
知
事
か
ら
日
向
、
延
岡
地
域
の

新
産
業
都
市
建
設
の
概
要
を
聞
か
れ
た

の
ち
、
引
き
つ
づ
い
て
藤
井
市
長
が
日

向
市
特
産
「
は
ま
ぐ
り
碁
石
」
の
製
造

工
程
を
説
明
、
市
内
平
岩
渡
辺
政
義
さ

ん
が
碁
石
づ
く
り
の
手
ず
り
仕
上
げ
作

業
を
実
演
し
て
お
見
せ
し
ま
し
た
。

　
義
宮
さ
ま
は
コ
日
何
個
ぐ
ら
い
作

ら
れ
ま
す
か
」
と
質
問
さ
れ
、
手
ず
り

技
術
に
関
心
を
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た

　
ま
た
開
発
事
務
所
の
展
望
台
で
は
、

「
立
派
な
工
業
地
帯
で
す
」
と
う
な
つ

か
れ
て
い
ま
し
た
。
沿
道
に
は
約
千
五

百
人
の
人
た
ち
が
日
の
丸
の
小
旗
を
振

っ
て
歓
迎
。
細
島
商
港
を
車
中
か
ら
視

察
さ
れ
て
高
鍋
に
向
わ
れ
ま
し
た
。

・
箋
た
港
ま
つ
り

細
島
の
港
ま
つ
り
は
三
日
か
ら
五
日
ま

で
の
三
日
間
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た

　
最
終
日
の
五
日
目
は
、
朝
九
時
か
ら

名
物
ば
ん
ば
踊
り
や
仮
装
行
列
、
太
鼓

台
が
街
を
ね
り
歩
き
、
お
祭
り
気
分
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
一
方
、
港
で
は
八
坂
神
社
の
「

み
こ
し
」
を
若
者
た
ち
か
威
勢
よ
く
か

つ
い
で
船
に
乗
り
、
こ
れ
に
つ
4
つ
い
て

大
漁
旗
を
立
て
た
漁
船
約
三
十
隻
が
港

内
を
め
ぐ
り
、
海
の
パ
レ
ー
ド
を
行
な

い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
》
琶

∫

〉
企
画
室
に
三
参
事
を
お
く

三人
二
＋
闇
名
が
異
動

所二
又
　
市
で
は
新
産
業
都
市
事
業
を

そ市
推
進
す
る
た
め
一
部
機
構
を
改
革

く
　
人
事
の
若
返
え
り
を
か
ね
て
五
日

　
　
付
で
異
動
発
令
を
し
ま
し
た
。
企

画
室
に
三
人
の
参
事
（
課
長
級
）
を
置

き
、
市
長
特
命
の
調
査
研
究
を
行
な
い

新
産
都
市
の
問
題
解
決
に
当
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
異
動
者
は
次
の
と
お
り
、
カ
ツ
コ
内

は
旧
任
。

井
上
鉄
雄
（
総
務
課
長
）
1
1
税
務
課
長

大
山
順
一
（
税
務
課
長
）
1
1
総
務
課
長

黒
木
清
五
郎
（
都
市
計
係
長
）
d
水
道

課
長
、
黒
木
三
郎
（
水
道
課
長
）
鐸
企

画
室
参
事
、
日
高
祐
二
郎
（
細
島
文
所

長
）
－
一
養
老
院
長
、
黒
木
正
男
（
会
計

係
長
）
目
細
島
文
所
長
、
黒
木
主
（
教

委
総
務
課
長
）
”
市
民
課
長
、
黒
木
糺

（
市
民
課
長
）
匪
美
々
津
支
所
長
、
甲

斐
三
良
（
美
々
津
支
所
長
）
“
企
画
室

参
事
、
佐
藤
時
義
（
農
委
事
務
局
長
）

目
企
画
室
参
事
、
田
中
末
政
（
農
委
係

長
）
『
農
業
委
員
会
事
務
局
長
、
福
田

憲
司
郎
（
総
務
課
庶
務
係
長
）
“
会
計

課
長
、
西
川
慶
治
（
会
計
課
長
）
1
1
保

険
課
長
、
和
田
助
一
（
人
事
係
長
）
”

岬　
　
「
一
－
切
り
か
え
ま
す

教
育
委
員
会
事
務
局
出
向
、
前
田
弘

（
議
会
事
務
局
係
長
）
H
人
事
係
長
、

海
野
実
（
養
老
院
長
）
“
会
計
係
長
、

柏
田
義
雄
（
企
画
室
）
1
1
農
政
係
長
、

柏
田
金
治
（
農
政
係
長
）
巨
共
済
係
長

長
、
石
川
和
彦
（
総
務
課
）
目
総
務
課

庶
務
係
長
、
田
中
剛
（
都
市
計
画
係
）

H
都
市
計
画
係
長
、
福
永
正
典
（
教
委

事
務
局
）
1
1
議
会
事
務
局
係
長
、
離
離

二
十
一
名
で
係
長
ク
ラ
ス
五
人
を
課
長

に
、
職
員
四
人
を
係
長
に
抜
て
き
し
人

事
の
若
返
え
り
を
行
な
い
ま
し
た
。

会長に松木貞治氏
副会長に黒＊豊治氏を

互
選

初
の
農
業
委
員
会

　
日
向
市
農
業
委
員
会
委
員

の
選
挙
は
さ
る
七
月
十
五
日

に
行
な
わ
れ
、
即
日
開
票
の

結
果
公
選
委
員
十
七
名
、
農

協
推
せ
ん
委
員
三
名
、
市
議

会
推
せ
ん
委
員
五
名
、
計
二

十
五
名
の
委
員
か
次
の
と
お

り
決
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
二
十
七
日
に
は
町
村
会
館
で

初
委
員
会
を
開
き
、
会
長
に
松
木
貞
治

氏
（
再
）
を
、
副
会
長
に
黒
木
豊
治
氏

（
新
）
を
互
選
で
き
め
ま
し
た
。

会
長
ロ
松
木
貞
治
（
広
見
）

副
会
長
巨
黒
木
豊
治
（
庄
手
）

委
員
H
中
山
明
（
別
府
）

　
〃
1
1
寺
原
初
義
（
切
島
山
）

　
〃
巨
松
葉
弥
市
（
本
宮
）

　
〃
目
児
玉
憲
一
（
堀
一
方
）

　
〃
1
1
黒
木
栄
治
（
飯
谷
）

　
〃
ほ
黒
木
恭
弘
（
落
鹿
）

　
〃
n
長
友
栄
太
郎
（
山
下
）

　
〃
1
1
溝
口
講
義
（
籾
木
）

　
〃
巨
黒
木
　
進
（
勝
浦
）

　
〃
ロ
黒
木
　
勝
（
亀
崎
中
）

　
〃
1
1
田
中
義
隆
（
下
原
町
）

　
〃
H
鈴
木
甚
蔵
（
広
見
）

　
〃
1
1
松
葉
泉
（
鵜
毛
）

　
〃
悶
壱
岐
勇
（
中
村
）

　
〃
H
黒
木
新
蔵
（
秋
留
）

　
〃
1
1
関
本
勘
兵
衛
（
吉
の
川
）

　
〃
1
1
奈
須
利
刀
（
奥
野
）

　
〃
R
甲
斐
弘
美
（
金
ケ
浜
）

　
〃
u
柏
田
　
進
（
梶
木
）

　
〃
H
三
樹
安
正
（
曾
根
）

　
〃
1
1
菊
地
重
利
（
比
良
町
）

　
〃
1
1
鈴
本
　
正
（
本
谷
）

　
〃
一
1
黒
木
甚
一
（
高
松
）

◇
広
報
係
か
ら
◇

　
台
風
9
号
の
た
め
「
広
報
日
向
」
の

発
行
日
が
二
日
間
遅
れ
十
二
日
に
な
り

ま
し
た
。
悪
し
か
ら
ず
ご
諒
承
願
い
ま

す
。
来
月
か
ら
毎
月
十
日
に
は
お
手
元

に
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

”
・
“
晶
【
，
雌
亘
一
1
－
b
一
、
皿
亀
皿
・
“
、
四
“
・
“
・
“
一
・
繭
ゼ
」
關
關
「
“
2

身体障害者手帳を一「F
一
緬
塁
壁
コ
ー
ー
ー
ー
甜
垂

■

　
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
で
ふ
る
い
手
帳
を
お
持
ち

の
方
は
、
も
う
一
度
、
あ
な
た

の
手
帳
の
交
付
年
月
日
を
み
て

く
だ
さ
い

　
交
付
年
月
日
が
、
昭
和
二
十

九
年
九
月
一
日
よ
り
前
の
日
付

で
あ
れ
ば
、
そ
の
手
帳
は
、
新

し
い
手
帳
に
切
り
替
え
る
必
要

か
あ
り
ま
す
。

そ
の
方
は
ぜ
ひ
印
鑑
と
手
帳
を
も
つ
て

市
福
祉
事
務
所
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い

　
こ
ん
ど
、
全
国
一
せ
い
に
、
昭
和
二

十
九
年
九
月
一
日
以
前
の
手
帳
を
切
り

か
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
切
り
替
え
後
は
、
古
い
手
帳
は
通
用

し
な
く
な
り
ま
す
。

　
古
い
手
帳
を
も
つ
て
い
る
人
だ
け
で

な
く
、
手
帳
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
人

よ
そ
の
都
道
府
県
で
発
行
し
た
手
帳
を

も
つ
て
い
る
人
や
、
な
く
し
た
人
で
、

ヲ

葡
“
、
闘
、
調
。
謳
9
確
■
殖
・
諸
開
一
．
鯉
・
“
甜
、

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

ヤ

ま
だ
本
市
の
福
祉
霧
所
に
転
入
手
続
＝

蘇
…
輪
講
墾

韓
簸
融
鱒
荒
」

難
蕪
鐸
姉
藁
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